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二
〇
二
二
年
度　
中
学　
帰
国
生
入
学
試
験
問
題

　
　

国　
　

語　
（
60
分
）
＜

注　

意＞

　

（
一
） 

開
始
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
ま
で
、
こ
の
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

（
二
） 

問
題
は
１
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

（
三
） 

受
験
番
号
と
氏
名
は
解
答
用
紙
①
お
よ
び
②
の
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
記
入
し
な
さ
い
。

　

（
四
） 

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
①
お
よ
び
②
の
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
記
入
し
な
さ
い
。
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以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

【
問
１
】　

次
の
①
〜
⑮
に
つ
い
て
、

部
の
カ
タ
カ
ナ
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
ま
た
、
⑯
〜
⑳
に
つ
い
て
、

部
の
漢
字
の
読
み
方
を

ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①　

ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
の
頃こ

ろ

の
記き

憶お
く

を
思
い
出
す
。 

⑪　

私
の
イ
チ
ゾ
ン
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。

②　

ピ
ア
ノ
を
エ
ン
ソ
ウ
す
る
。 

⑫　

ア
ジ
ア
各
国
を
レ
キ
ホ
ウ
す
る
。

③　

ト
ト
ウ
を
組
む
。 

⑬　

川
に
ソ
っ
て
歩
く
。

④　

法
案
を
ヒ
ケ
ツ
す
る
。 

⑭　

矢
を
イ
る
。

⑤　

キ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ
を
察
す
る
。 

⑮　

顔
を
ソ
ム
け
る
。

⑥　

実
力
を
い
か
ん
な
く
ハ
ッ
キ
す
る
。 

⑯　

節
穴
に
巣
を
つ
く
る
。

⑦　

働
い
て
チ
ン
ギ
ン
を
得
る
。 

⑰　

警
笛
を
鳴
ら
す
。

⑧　

記き

憶お
く

の
ダ
ン
ペ
ン
を
た
ど
る
。 
⑱　

人
を
裁
く
。

⑨　

カ
ケ
イ
図
を
ひ
も
と
く
。 
⑲　

黒
潮
に
乗
っ
て
北
上
す
る
。

⑩　

組
織
の
カ
イ
カ
ク
を
進
め
る
。 

⑳　

養
蚕
の
盛さ

か

ん
な
地
域
。

Ⅰ
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【
問
２
】　

次
の
①
〜
⑤
の
慣
用
句
に
つ
い
て
、

に
当
て
は
ま
る
語
を
（
ア
）
〜
（
カ
）
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
（
キ
）
〜
（
サ
）
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

慣
用
句	

語	

意
味

①　

を
く
く
る 

（
ア
）　

手 

（
キ
）　

軽
々
し
い
言
動
に
接
し
て
、
不
快
に
思
う
。

②　

が
浮う

く 

（
イ
）　

塩 

（
ク
）　

元
気
を
失
っ
て
し
ょ
ん
ぼ
り
す
る
。

③　

を
打
つ 

 

（
ウ
）　

歯 

（
ケ
）　

大
し
た
こ
と
は
な
い
と
見
く
び
る
。

④　

で
あ
し
ら
う 

（
エ
）　

鼻 

（
コ
）　

見
下
し
た
よ
う
に
冷れ

い

淡た
ん

に
扱あ

つ
かう

。

⑤　

青
菜
に

 
（
オ
）　

高 

（
サ
）　

必
要
な
対
策
を
と
る
。

 
（
カ
）　

水
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

Ⅱ本
来
こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
大
問
Ⅱ
の
問
題
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
︑
二
〇
二
二
年
度
の
入
試
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
著
作
権
処
理
の
関
係
上
︑
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
︒
掲
載
さ
れ
て
い
た
問
題
文
の
該
当
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の
書
籍
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
︒

山
田
昌
弘
﹃
新
型
格
差
社
会
﹄
︵
朝
日
新
書
︑
二
〇
二
一
年
四
月
︑
七
二
ペ
ー
ジ
九
行
目
～
七
六
ペ
ー
ジ
三
行
目
︶
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【
出
典
】
山
田
昌
弘
『
新
型
格
差
社
会
』（
朝
日
新
書
、
二
〇
二
一
年
四
月
、
七
二
〜
七
六
ペ
ー
ジ
）
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【
問
１
】　

こ
の
文
章
を
一
〇
〇
字
程
度
で
要
約
し
な
さ
い
。

【
問
２
】　

こ
の
文
章
を
読
ん
で
あ
な
た
が
考
え
た
こ
と
を
、
四
〇
〇
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。

か
ら
の
時
代
は
規
模
が
大
き
く
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
水
準
の
賃
金
を
支
払
え
な
い
企
業
で
働
く
場
合
、
生
活
は
決
し
て
豊
か
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
か
ら

一
歩
も
出
な
く
て
も
、全
世
界
と
戦
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、あ
る
意
味
で
は
と
て
も
厳
し
い
時
代
に
入
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

（
加
谷
珪
一
『
貧
乏
国
ニ
ッ
ポ
ン
』
幻
冬
舎
新
書
、
二
〇
二
〇
年
五
月
よ
り
。
な
お
、
本
文
に
は
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

【
問
１
】　

こ
の
文
章
を
一
〇
〇
字
程
度
で
要
約
し
な
さ
い
。

【
問
２
】　

こ
の
文
章
を
読
ん
で
あ
な
た
が
考
え
た
こ
と
を
、
四
〇
〇
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。






